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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年4月6日(2017.4.6)

【公表番号】特表2016-512818(P2016-512818A)
【公表日】平成28年5月9日(2016.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2016-027
【出願番号】特願2016-500735(P2016-500735)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/4745   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/38     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/48     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 491/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/4745   　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/38     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/36     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/48     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  491/16     ＣＳＰ　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年3月3日(2017.3.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式：
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【化１】

（式中、Ｒ１及びＲ１’は、限定されないが、ＣＨ３、ＣＯ２ＣＨ３又はＨを包含する、
同一又は異なる短鎖炭素ベースのリガンドであり、Ｒ２は、ＣＨ３又はＣ２Ｈ５であり、
Ｒ３は、ＣＨ３又は水素である）
を有するテトランドリンファミリーのメンバーの純粋な二塩基酸塩と医薬担体とを含む、
医薬製剤であって、
　前記テトランドリンファミリーの純粋な二塩基酸塩は、テトランドリンファミリーの精
製メンバーを２モル当量の希薄酸の溶液に溶解し、壁温を２４０℃～４００℃に設定した
噴霧乾燥器と、該二塩基酸塩溶液を１リットル／分～２リットル／分の割合で供給するよ
うに設定した噴霧器に該溶液を供給することによって作製される、医薬製剤。
【請求項２】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがＣ－１’不斉炭素位において「Ｓ」異性体
の立体配置を有する、請求項１に記載の医薬製剤。
【請求項３】
　ｄ－テトランドリンの純粋な二塩基酸塩を含む、請求項２に記載の医薬製剤。
【請求項４】
　前記医薬担体が０．２０％～０．３０％のカルボキシメチルセルロースの入った溶液を
含む、請求項３に記載の医薬製剤。
【請求項５】
　前記医薬担体がアルファ化でんぷん担体を含む、請求項３に記載の医薬製剤。
【請求項６】
　コロイド状二酸化ケイ素、ラウリル硫酸ナトリウム及びステアリン酸マグネシウムを更
に含む、請求項５に記載の医薬製剤。
【請求項７】
　以下：
５０ｍｇのｄ－テトランドリン二塩基酸塩と、
３８４ｍｇのアルファ化でんぷんＮＦ（スターチ１５００）と、
４．４ｍｇのコロイド状二酸化ケイ素（Ｃａｂ－Ｏ－Ｓｉｌ  Ｍ５）と、
０．４ｍｇのラウリル硫酸ナトリウムＮＦと、
１ｍｇのステアリン酸マグネシウムＮＦと、
を含む、請求項６に記載の医薬製剤。
【請求項８】
　以下：
２００ｍｇのｄ－テトランドリン二塩基酸塩と、
２５．２ｍｇのアルファ化でんぷん１５００　ＮＦと、
１．５ｍｇの二酸化ケイ素ＵＳＰと、
０．２５ｍｇのラウリル硫酸ナトリウムＮＦと、１．２５ｍｇのステアリン酸マグネシウ
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ムＵＳＰと、
を含む、請求項６に記載の医薬製剤。
【請求項９】
　以下：
１００ｍｇのｄ－テトランドリン二塩基酸塩と、
７０ｍｇの微結晶性セルロースと、
０．２ｍｇのラウリル硫酸ナトリウムと、
０．６ｍｇのステアリン酸マグネシウムと、
を含む、請求項６に記載の医薬製剤。
【請求項１０】
　使用される前記希薄酸が５モル％～２０モル％の塩酸である、請求項１に記載の医薬製
剤。
【請求項１１】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがＣ－１’不斉炭素位において「Ｓ」異性体
の立体配置を有する、請求項１に記載の医薬製剤。
【請求項１２】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがｄ－テトランドリンを含む、請求項１１に
記載の医薬製剤。
【請求項１３】
　請求項１に記載の医薬製剤を患者に投与することを含む、病気を処置する方法。
【請求項１４】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがＣ－１’不斉炭素位において「Ｓ」異性体
の立体配置を有する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがｄ－テトランドリンの純粋な二塩基酸塩で
ある、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記医薬製剤の医薬担体が０．２０％～０．３０％のカルボキシメチルセルロースの入
った溶液を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記医薬担体がアルファ化でんぷん担体を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　使用する前記医薬製剤がコロイド状二酸化ケイ素、ラウリル硫酸ナトリウム及びステア
リン酸マグネシウムを更に含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１３に記載の病気を処置する方法であって、請求項１に記載の医薬製剤を、該病
気を処置するのに使用される主薬とともに投与する、方法。
【請求項２０】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがＣ－１’不斉炭素位において「Ｓ」異性体
の立体配置を有する、請求項１９に記載の病気を処置する方法。
【請求項２１】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがｄ－テトランドリンの純粋な二塩基酸塩で
ある、請求項２０に記載の病気を処置する方法。
【請求項２２】
　前記医薬製剤の医薬担体が０．２０％～０．３０％のカルボキシメチルセルロースの入
った溶液を含む、請求項２１に記載の病気を処置する方法。
【請求項２３】
　前記医薬担体がアルファ化でんぷん担体を含む、請求項２１に記載の病気を処置する方
法。
【請求項２４】
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　使用する前記医薬製剤がコロイド状二酸化ケイ素、ラウリル硫酸ナトリウム及びステア
リン酸マグネシウムを更に含む、請求項２３に記載の病気を処置する方法。
【請求項２５】
　下記式：
【化２】

（式中、Ｒ１及びＲ１’は、限定されないが、ＣＨ３、ＣＯ２ＣＨ３又はＨを包含する、
同一又は異なる短鎖炭素ベースのリガンドであり、Ｒ２は、ＣＨ３又はＣ２Ｈ５であり、
Ｒ３は、ＣＨ３又は水素である）
を有するテトランドリンファミリーのメンバーの二塩基酸塩を作製する方法であって、該
テトランドリンファミリーの精製メンバーを２モル当量の希薄酸の溶液に溶解することと
、壁温を２４０℃～４００℃に設定した噴霧乾燥器と、該二塩基酸塩溶液を１リットル／
分～２リットル／分の割合で供給するように設定した噴霧器に前記溶液を供給することと
を含む、方法。
【請求項２６】
　使用される前記希薄酸が５モル％～２０モル％の塩酸である、請求項２５に記載の方法
。
【請求項２７】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがＣ－１’不斉炭素位において「Ｓ」異性体
の立体配置を有する、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがｄ－テトランドリンを含む、請求項２７に
記載の方法。
【請求項２９】
　下記式：
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【化３】

（式中、Ｒ１及びＲ１’は、限定されないが、ＣＨ３、ＣＯ２ＣＨ３又はＨを包含する、
同一又は異なる短鎖炭素ベースのリガンドであり、Ｒ２は、ＣＨ３又はＣ２Ｈ５であり、
Ｒ３は、ＣＨ３又は水素である）
を有するテトランドリンファミリーのメンバーの純粋な二塩基酸塩であって、
前記テトランドリンファミリーのメンバーの二塩基酸塩は、テトランドリンファミリーの
精製メンバーを２モル当量の希薄酸の溶液に溶解し、壁温を２４０℃～４００℃に設定し
た噴霧乾燥器と、該二塩基酸塩溶液を１リットル／分～２リットル／分の割合で供給する
ように設定した噴霧器に該溶液を供給することによって作製される、二塩基酸塩。
【請求項３０】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがＣ－１’不斉炭素位において「Ｓ」異性体
の立体配置を有する、請求項２９に記載の純粋な二塩基酸塩。
【請求項３１】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがｄ－テトランドリンである、請求項３０に
記載の純粋な二塩基酸塩。
【請求項３２】
　請求項２５に記載の方法により作製される、下記式：
【化４】

（式中、Ｒ１及びＲ１’は、限定されないが、ＣＨ３、ＣＯ２ＣＨ３又はＨを含む、同一
又は異なる短鎖炭素ベースのリガンドであり、Ｒ２は、ＣＨ３又はＣ２Ｈ５であり、Ｒ３

は、ＣＨ３又は水素である）
を有するテトランドリンファミリーのメンバーの二塩基酸塩。
【請求項３３】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがＣ－１’不斉炭素位において「Ｓ」異性体
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の立体配置を有する、請求項３２に記載の二塩基酸塩。
【請求項３４】
　前記テトランドリンファミリーのメンバーがｄ－テトランドリンを含む、請求項３３に
記載の二塩基酸塩。
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